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冬
風

邪
は

どう
して

お
こる

の
？

 
 

発
日

：
1

月
26

日
 

  
 

 一
で

勞
も

風
邪

が
増

え
る

時
期

に
な

って
い

ま
す

。こ
の

季
節

は
な

ぜ
感

染
症

が
ふ

え
る

の
で

しょ
うか

。
は

、 

①
 
ウ

イ
ル

ス
が

強
くな

る
 

②
 

の
が

す
る
 

③
 
飛

沫
感

染
の

範
囲

が
広

くな
る

こと
  

 

が
あ

げ
られ

ま
す

。ウ
イル

ス
は

低
温

・低
湿

を
た

め
感

染
が

増
しま

す
。そ

し
て

低
気

温
で

体
温

が
下

が
る

こと
で

、人
の

僧
は

低
下

しま
す

。外
気

の
乾

燥
に

加
え

て
、夏

に
比

べ
て

水
分

を
積

極
的

に
勚

しな
くな

る
た

め
、体

内
の

水
分

も
少

な
くな

りが
ち

に
な

りま
す

。体
内

の
乾

燥
に

よ
り喉

や
気

管
支

の
粘

膜
が

乾
燥

し
て

くる
と、

粘
液

で
ウイ

ル
ス

の
侵

入
を

防
い

で
い

る
喉

や
鼻

の
粘

膜
が

傷
み

や
す

くな
り、

ウイ
ル

ス
感

染
を

起
こし

や
す

くな
りま

す
。

外
気

の
乾

燥
に

よっ
て

咳
や

くし
ゃみ

の
飛

沫
が

小
さく

な
り、

飛
沫

に
乗

った
ウイ

ル
ス

が
よ

り遠
くま

で
飛

び
感

染
ス

ピー
ドが

速
く

な
りま

す
。以

上
の

で
冬

風
邪

や
感

染
症

が
しや

す
くな

りま
す

。 
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イ
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イ
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イ
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フ
ル
エ

ン
ザ

 

と ととと
 

冬
風
邪

冬
風
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冬
風
邪

冬
風
邪

 

 

流
行

中
！
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流

行
中
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！

流
行

中
！

！
流

行
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！
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冬
風

邪
の

予
防

方
法

 

 ウ
イル

ス
感

染
の

予
防

に
は

、手
洗

い
・う

が
い

・マ
ス

クの
着

用
、加

湿
器

な
どで

部
屋

の
乾

燥
を防

ぐこ
とが

重
要

で
す

。
（

勞
湿

：
50

~
60

、勞
温

：
18

~
20

℃
）

そし
て

、体
内

に
侵

入
して

くる
ウイ

ル
ス

を防
ぐこ

とで
す

。マ
ス

クで
口

内
・外

の
湿

を保
つ

こと
も

大
で

す
が

、ウ
イル

ス
の

感
染

を防
ぐた

め
に

意
的

に
水

分
補

給
を

い
、の

どを
潤

す
こと

が
より

予
防

効
果

を上
げ

て
くれ

ます
。 

も
し、

風
邪

や
ウイ

ル
ス

に
感

染
して

しま
った

らで
きる

だ
け

速
や

か
に

務
を

僄
しま

しょ
う。

僄
した

は
安

静
に

し、
や

下
で

傰
水

症
状

を
お

こさ
な

い
よ

う
に

経
口

補
水

液
な

どの
ナ

トリ
ウム

が
多

く含
ま

れ
る

水
分

を
勚

る
こと

が
大

で
す

。 
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担
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教
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：
花
子
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３
年
生

   
   
：
秦
ひ
ろ
み

   
・
山
口
亜
衣

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  

２
年
生

   
   
：
小
城
遥
 

   
・
郷
木
萌
絵

   
   

   
  

１
年
生

   
   
：
田
平
敦
子

   
・
羽
田
杜
史
子

 

 

【 正 し い マ ス ク の つ け 方 】
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イ
ン

フル
エ

ン
ザ

とは
 

主
な

症
状

と特
徴

 

・急
激

な
３

８
℃

以
上

の
発

熱
 

・全
身

症
状

( 悪
寒

、関
節

痛
、倦

怠
感

な
ど)

 

・局
所

症
状

(
、

、
肯

、
な

ど)
 

・潜
伏

期
間

１
~

5
日

 

・出
席

停
止

期
間

：
発

症
後

5
日

間
＋

解
熱

後
2

日
間

 

す
る

の
は

な
ぜ

？
 

イ
ン

フル
エ

ン
ザ

と風
邪

の
ち

が
い

 

イ
ン

フル
エ

ン
ザ

 
比

較
ポ

イ
ン

ト
 

風
邪

 

悪
寒

、頭
痛

、突
然

の
発

熱
 

初
発

症
状

 
鼻

の
乾

燥
感

、く
し

ゃみ
 

悪
寒

、発
熱

、全
身

倦
怠

感
、頭

痛
、筋

肉
痛

、関
節

痛
、な

ど 

主
症

状
 

鼻
汁

、鼻
づ

ま
り咳

、軽
い

発
熱

、倦
怠

感
  

な
ど 

強
い

 
悪

寒
 

軽
（

期
）

 

38
40

℃
（

3
4

日
間

）
 

 
熱

 
な

い
、も

しく
は

微
熱

 

強
い

 
倦

怠
感

 
ほ

とん
どな

い
 

イ
ン

フル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

（
11

月
4

月
頃

）
 

病
原

体
 

ライ
ノウ

イル
ス

（
冬

期
）

、ア
デ

ノウ
イル

ス
（

）
な

ど 

（
引
用
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対
策

と
 

に
は

ウイ
ル

ス
が

れ
ます

。イ
ンフ

ル
エ

ンザ
ウ

ル
スは

体
内

で
急

速
に

増
殖

す
る

の
で

、4
8

時
間

以
内

に
服

用
しな

け
れ

ば
効

果
が

上
げ

られ
ませ

ん
。そ

の
た

め
に

も
、イ

ンフ
ル

エ
ンザ

の
よう

な
症

状
が

あ
ら

れ
た

ら、
め

に
務

き
僄

を
け

ま
しょ

う。
 

  

≪
対

策
PO

IN
T≫

 
・
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る

 

・
水
分
補
給
を
こ
ま
め
に
お
こ
な
う

 

・
外
出
を
控
え
る
。
外
に
出
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用

 

・
帰
っ
た
ら
マ
ス
ク
を
捨
て
、
手
洗
い
を
す
る

 

 

イン
フル

エン
ザ

は
、イ

ン
フル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
が

原
因

で
起

こる
病

気
で

、突
然

の
発

熱
や

全
身

の
倦

怠
感

な
どの

症
状

が
特

徴
で

す
。 

伝
染

性
が

非
常

に
高

く、
症

状
が

重
症

化
しや

す
い

こと
か

ら通
常

の
風

邪
とは

区
別

す
る

べ
き病

気
で

す
。特

に
重

症
化

しや
す

い
高

齢
者

・乳
幼

児
に

注
意

が
必

要
で

す
。 

イン
フル

エン
ザ

は
A

型
・B

型
・C

型
に

よっ
て

起
こり

ます
。特

に
A

型
は

大
を引

き起
こす

こ
とで

知
られ

て
お

り、
20

09
に

的
（

パ
ン

デ
ミッ

ク
）

を引
き起

こし
た

イン
フル

エン
ザ

（
H1

N1
）

20
09

も
A

型
で

す
。 

また
、５

類
感

染
症

（
国

が
感

染
症

発
動

調
査

を
い

、そ
の

果
に

づ
い

て
必

要
な

を 

一
国

や
者

に
提

供
・公

開
して

い
く

こと
に

よっ
て

、発
生

・拡
大

を防
止

す
べ

き感
染

症
）

の
対

象
とな

って
い

ま
す

。 

イン
フル

エン
ザ

の
は

傭
全

国
的

に
多

く起
こっ

て
い

ます
。な

ぜ
か

とい
うと

、イ
ンフ

ル
エン

ザ
ウ

イル
ス

の
表

面
に

は
２

種
類

の
た

ん
く

が
つ

い
て

い
ま

す
。そ

の
ン

ク
が

伝
の

突
然

に
よっ

て
傭

か
に

化
して

い
きま

す
。 

この
化

が
大

きい
と症

状
や

感
染

も
勮

くな
る

た
め

、傭
イン

フ
ル

エン
ザ

は
し、

す
る

型
も

化
して

くる
の

で
す

。 

 

  
  

  
  

  
  

 
予

防
は

冬
風

邪
と一

緒
で

す
が

、特
に

イン
フル

エ
ンザ

の
場

合
は

注
意

して
い

ま
しょ

う！
 

 

自
分

の
体

を
守

る
た

め
だ

け
で

な
く、

ほ
か

の
人

に
うつ

さな
い

とい
う意

味
で

も
め

の
は

大
で

す
！

 


